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Cronbach の α 係数が全攻撃性で α＝.82，身体的攻撃で





















































の 30.97％，拒絶型は 10名で全体の 6.45％，とらわれ型


















































































































































































































全攻撃性 身体的攻撃 短気 敵意 言語的攻撃
現在安定型群
現在不安定型群
過去安定型群
過去不安定型群
2.62（0.54）
2.77（0.52）
2.67（0.55）
2.92（0.42）
2.23（0.76）
2.30（0.83）
2.24（0.80）
2.43（0.80）
2.61（0.73）
2.78（0.90）
2.64（0.83）
3.05（0.85）
2.56（0.76）
3.34（0.76）
2.98（0.83）
3.41（0.83）
3.16（0.75）
2.63（0.82）
2.82（0.84）
2.78（0.82）
１０７攻撃性と自尊感情および愛着スタイルとの関連
な判断や行動をとる傾向があるという，海外で提唱され
た気分一致効果（神田，2007）の考え方から，自己に対
する否定的なイメージが攻撃性を促進しているとも説明
できるだろう。しかし，自尊感情と攻撃性に関する 4つ
の下位尺度（身体的攻撃，短気，敵意，言語的攻撃）と
の関連については，自尊感情と短気，敵意との間では有
意な負の相関が示されたが，自尊感情と言語的攻撃との
間では有意な正の相関が示され，自尊感情と身体的攻撃
との間では有意な相関が示されなかった。児童の攻撃性
と性格特性との関連について研究した曽我・島井・大竹
（2002）は，何事にも自信があり，落ち込みにくい傾向
を持つ人ほど言語的攻撃が高くなるという，本研究の結
果と類似した内容の報告をしている。また曽我ら
（2002）は，言語的攻撃は表出に際して，自己統制の影
響を受けてより適応的な行動として表出される傾向があ
るという報告もしている。先述したように，本研究で使
用した尺度の言語的攻撃に関しては，言語的攻撃と言う
よりも自己主張に近いものであり，他の攻撃性に比べ適
応的な内容であるように思われる。だが実際には，言語
的攻撃には暴言のような不適応的なものも存在するはず
なので，言語的攻撃の不適応的側面にも焦点を当てた検
討が必要であると考える。自尊感情と身体的攻撃との間
に有意な関連が示されなかったことについては，研究対
象が大学生であったことが影響していると推測する。岡
田・桂田（2013）は大学生について，人としての社会的
適応を求められる青年期にあたると説明しており，本研
究では直接的に表出される不適応行動である身体的攻撃
は抑えられたため関連が示されなかった可能性がある。
そのため，研究対象を特定の世代に限定せず，幅広い年
齢層を対象とした研究での検討が必要であると考える。
幼少期の愛着と成人期の愛着間の一貫性について，現
在安定型は過去安定型で，現在不安定型は過去不安定型
でそれぞれ多かった。この結果から，幼少期の愛着スタ
イルが安定型である方が成人期の愛着スタイルも安定型
となることが認められ，幼少期の愛着スタイルが安定型
である方が成人期の愛着スタイルも安定型となるという
推測は支持された。これは乳幼児期の愛着の質は青年
期・成人期へと連続性があるとする一般的な愛着理論で
説明でき，大学生においても親との関係は重要であると
いう桂田（2009）の報告と合致するものである。本研究
の結果から，愛着対象の異なる愛着スタイル間で，どの
程度の一致度があるのかを検討する必要があるという加
藤（1998）の課題に対して，愛着スタイルを安定・不安
定で見た場合，小学生時の親への愛着と大学生の一般他
者への愛着にある程度一貫性があるという答を提示でき
た。しかし，小学生時の愛着スタイルは現在の回顧的評
価であることを断っておかねばならない。
愛着スタイルと自尊感情との関連について，現在の愛
着スタイルの有意な主効果が見られ，現在安定型群は現
在不安定型群よりも自尊感情が高いことが示された。愛
着スタイルと自己イメージの関連について検討した田附
（2015）も，同様の報告をしている。自己イメージとは，
内的作業モデルや自己観のような無意識的なものから生
じる，自己に関する意識的な表象のことである（田附，
2015）。田附（2015）は，愛着スタイルが安定型の人が
持つ自己イメージにおいて，否定的な性格の認知がされ
にくく，社会の中での自分の役割を重視し，自分の社会
活動を肯定的に捉えることを特徴として挙げている。し
たがって，安定型の愛着スタイルを持つ人は，自分に自
信があり，積極的に社会に関わることが可能で，その活
動は成功体験として自身に蓄積されていくため，不安定
型に比べて自尊感情が高いと推測する。
愛着スタイルと攻撃性との関連について，敵意や女性
の言語的攻撃では，現在の愛着スタイルの有意なあるい
は有意傾向の主効果が見られた。しかし，愛着スタイル
と攻撃性との関連について，過去の愛着スタイルの主効
果はひとつも示されなかった。また，自尊感情において
も，過去の愛着スタイルの主効果は見られなかった。こ
れらの結果から攻撃性，自尊感情ともに幼少期の愛着よ
りも成人期の愛着の方が影響力は大きいという推測は概
ね支持された。本研究で示されたように，幼少期と成人
期の愛着にはある程度一貫性はあるものの，愛着に関す
る作業モデルは，後の経験に基づいて常に再構築される
ものであることが海外の研究で示されている（佐藤，
1993）。そのため，自身の経験によって変化を遂げ，今
現在構築している愛着の方が現在の攻撃性と自尊感情に
対して大きな影響力を持つという結果は納得のいくもの
である。しかし，男性の参加者においては，現在・過去
の愛着スタイルが一貫して安定している方が言語的攻撃
は高いことも本研究では示されたため，幼少期の愛着ス
タイルが持つ影響力については慎重に吟味する必要があ
るだろう。
攻撃性と自尊感情との直接的な関連について検討し，
その関連を明らかにできたことは，攻撃性を明らかにす
るうえで意義があったと考える。しかし，本研究の限界
に，愛着スタイルを安定・不安定型という単純な分類に
してしまっていることが挙げられる。工藤（2006）は愛
着のおそれ型は他者との関係や自己の防衛のために攻撃
性を抑圧するが，きっかけがあれば激しい攻撃性を表出
するという。このような個々の愛着スタイルと攻撃性の
関連は攻撃性のメカニズムを明らかにする上で重要なこ
とである。本研究では，人間の適応という視点から，愛
着も安定型と不安定型に分けたが，攻撃性の解明という
視点からは，より詳細な愛着スタイルと多様な攻撃性と
の関連を検討することが今後の課題である。
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